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昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。
不
肖
私
こ
れ
ま
で
２
年
間 

議
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
十
一
月
末
の
議
会
構
成
替
え

に
伴
い
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
賜
り
ま
し
た
ご
協
力
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
貴
重
な
経
験
を

糧
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
昨
年
は
参
議
院
選
挙
で
再
び
、
ね

じ
れ
国
会
。
年
末
に
は
尖
閣
問
題
や
ら

TPP

加
入
問
題
が
突
然
出
て
く
る
な

ど
国
政
は
混
乱
状
態
が
続
き
ま
し
た
。 

ま
た
米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
や
大

雪
等
雲
南
市
に
と
っ
て
も
課
題
山
積

の
年
末
年
始
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は 

厳
し
い
中
で
も
国
の
緊
急
経
済
対
策

で
懸
案
だ
っ
た
携
帯
電
話
不
感
地
帯

の
解
消
が
大
幅
に
図
ら
れ
た
こ
と
は

何
よ
り
で
し
た
。
今
後
残
っ
た
地
域

（
市
内
約
２
０
０
戸
）
に
つ
い
て
引
き

続
き
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。 

さ
て 

今
年
は
市
役
所
の
新
築
の
可
否
、
雲
南

総
合
病
院
の
市
立
化
と
建
て
替
え
、
雲

南
広
域
連
合
の
再
編
統
合
、
尾
原
ダ
ム

の
完
成
に
伴
う
周
辺
地
域
の
活
性
化

対
策
、
中
国
横
断
自
動
車
道
も
吉
田
・

掛
合
イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
ま
で
開
通
し

ま
す
。
話
題
の
医
療
と
保
健
の
融
合
施

設
の
要
・
不
要
等
な
ど
課
題
山
積
で

謹
賀
新
年
飛
躍
の
卯
年
に 

問
・「
く
に
が
は
か
は
出
雲
阿
国
の

墓
？
」
。
三
刀
屋
町
神
代
と
吉
田
町

三
谷
を
結
ぶ
旧
道
の
峠
に
「
神
代

神
社
」
あ
り
。
守
祭
神
を
「
久
仁

加
波
加
大
明
神
」
又
は
「
國
波
賀

大
明
神
」
と
称
し
て
古
来
よ
り
当

地
域
の
氏
神
に
ま
し
き
。 

他
説
に
「
長
門
の
国
司
が
掛
合

村
か
ら
三
澤
の
温
泉
に
浴
せ
ん
と

神
代
の
神
庭
ま
で
山
腹
を
墾
い
て

来
た
が
途
中
で
病
没
。
志
半
ば
で

病
没
し
た
国
守
を
追
悼
し
て
「
國

墓
明
神
」
と
号
す
。 

こ
の
説
は
当
神
社
が
出
雲
風
土

記
に
「
神
代
（
か
む
し
ろ
）
神
社

と
し
て
記
載
さ
れ
た
古
社
で
あ
り

疑
わ
し
い
・
・
と
文
書
に
あ
る
。 

 

こ
の
山
道
は
大
正
・
昭
和
前
期

の
重
要
街
道
。
飯
石
口
部
と
呼
ば

れ
鍋
山
・
中
野
・
飯
石
・
田
井
の

四
小
学
校
の
連
合
運
動
会
が
有
り

こ
の
道
を
頻
繁
に
通
っ
た
。
ま
た

子
牛
の
出
荷
時
こ
の
峠
ま
で
親
牛

と
共
に
歩
き
こ
こ
で
涙
の
別
れ
を

し
た
と
云
う
。 

途
中
に
あ
る
赤
腹
地
蔵
尊
は
疫

病
の
神
様
。
祭
り
に
は
出
店
が
多

数
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
と
云
う
。

今
も
三
谷
地
区
入
り
口
に
祭
ら
れ

熱
心
な
お
参
り
が
絶
え
な
い
。 

出
雲
湯
村
温
泉
「
漆
仁
の
湯
」

は
川
向
う
。「
一
た
び
浴
す
れ
ば
即

ち
身
体
や
わ
ら
ぎ
～
再
び
濯
げ
ば

萬
の
病
消
除
る
～
俗
人
名
付
け
て

薬
湯
と
云
う
」
。（
出
雲
国
風
土
記
） 

ロ
マ
ン
溢
れ
る
歴
史
の
道
を
探
訪

し
名
湯
・
出
雲
湯
村
温
泉
で
良
い

汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。（
現
在
は
通

行
不
可
）（
資
料
提
供 

永
塚
久
守
氏
） 

 

編
集
後
記 

大
変
長
い
間
御
無
沙
汰

を
致
し
ま
し
た
。
ぼ
ち
ぼ
ち
眞
報
を
再

開
し
ま
す
。
今
年
は
大
雪
の
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。
お
風
邪
な
ど
召
し
ま

せ
ぬ
よ
う
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。
眞 

 

国
の
経
済
対
策
・
補
正
予
算 

 
 

七
・
六
億
円
を
追
加
補
正 

神代神社（國波加大明神を祭る） 

す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
伺

い
な
が
ら
全
力
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

十
二
月
議
会
で
二
十
二
年
度
補
正

予
算
２
億
６
千
万
円
余
（
内
有
害
鳥
獣

捕
獲
奨
励
金
千
百
万
円
余
な
ど
）
を
可

決
。
加
え
て
国
の
経
済
対
策
で
７
億
６

千
万
弱
を
追
加
可
決
。
総
額
２
８
３
億

６
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
追
加
分
は

地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な
交
付
金

３
億
６
千
万
余
、
住
民
生
活
に
光
を
注

ぐ
交
付
金
６
千
万
円
弱
、
普
通
交
付
税

増
額
分
１
億
９
千
万
弱
な
ど
。 

雲
南
市
で
は
新
設
さ
れ
る
三
刀
屋
中

学
校
や
大
東
小
学
校
の
旧
館
解
体
、
海

潮
小
、
西
小
等
の
耐
震
化
、
掛
合
小
グ

ラ
ン
ド
整
備
、
市
民
バ
ス
３
台
、
イ
ノ

シ
シ
捕
獲
檻
３
０
基
の
購
入
、
市
道
竜

宮
線
の
改
良
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。 

菅
谷
高
殿
の
保
存
修
理 

重
要
有
形
文
化
財
菅
谷
高
殿
山
内

が
２３
年
度
事
前
調
査
、
２４
年
度
か

ら
２８
年
度
ま
で
の
５
年
計
画
で
保

存
大
改
修
が
行
わ
れ
ま
す
。 

総
事
業
費
約
５
億
５
千
万
円 

菅
谷
高
殿
は
昭
和
４２
年
に
重
要

民
俗
資
料
に
指
定
さ
れ
た
国
の
宝
。 

建
造
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
文

献
に
寄
れ
ば
嘉
永
３
年
（
一
八
五

一
）
に
高
殿
が
炎
上
し
て
再
建
。 

以
後
火
災
・
再
建
の
記
録
無
し
。 

よ
っ
て
嘉
永
時
の
軸
立
て
の
ま
ま

で
有
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

約
二
六
〇
年
ぶ
り
の
大
改
修
に
な

り
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
。 

 

年末年始から久々の豪雪に
見舞われました。除雪機の
運転手不足、高齢・独居宅
の雪かき手不足など課題多 
吉田町梅木地内１月中旬写 


